
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● あいさつプロジェクトの推進 

 学級や縦割り班・地域の友達同士のふれ合いや、気持ちの良いあいさつを交わすことで、良い仲間づ

くりをします。 

また、あいさつを交わすことで、親密な人間関係を構築し、集団の中で自己を表現できるようにしま

す。 

 

● 学級・縦割り班でのあいさつ運動 

 児童会が中心となって、毎月１回１週間児童玄関に立っ 

てあいさつをしています。あいさつの様子を、児童会役員 

が給食時に放送します。その放送は、良かった点を見つけ 

放送し、放送の最後に、次の学級・縦割り班がどこである 

か放送しています。 

 また、当日参加できなかった児童は、次の日に参加して 

います。バス通学の児童は、バスの到着時間に合わせて運 

動に参加するなど、児童会で個に応じたルールを決めて実 

践しています。 

 

● 地域であいさつの取り組み 

 全校児童が６７名と少人数であるため、児童玄関で登校 

する友達だけにあいさつをするのではマンネリ化が生じて 

しまいます。そこで、「地域であいさつ」のプロジェクト 

を行っています。 

 地域の人たちは、「常日頃からよくあいさつはできている。」と言ってくれていますが、より多くの

人とあいさつを交わすことで、人に臆することなくどんな人にでも、どんな時でも自分の考えや意見が

言えるようになって欲しいと願っています。 
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 本校の児童は、素直で物事にまじめに取り組めています。また、日常的に上級生が下級生の世話を行

うことが伝統的に受け継がれています。しかし、知り合いや友達の中にいるときは自分の考えなどを言

えますが、知らない人の前や公式な場に出ると言えなくなる児童が多いです。そこで、学校や地域の中

でだれに対しても、自分の考えや思いがはっきりと言えるようにするために、だれに対してもあいさつ

ができるよう、あいさつプロジェクトに取り組むことにしました。 

こうした取り組みをすることで、地域で会がある毎に、地域の人たちからは「あいさつはできるよう

になってきた。」と言われることが多くなってきました。今後も、全校児童の減少が見込まれる中、地

域の人たちの力を借りて、あいさつひいては自己表現ができるようにしていきたいと思います。 
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